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Principal Investigator: Katsushige Nakahashi (Kyoto City University of Arts)
Co-Investigators (Kenkyu-Buntansha):  Naohide Tomita (Kyoto University), Ichiro Fujita (Osaka University), Tokuro 
Kojima (Kyoto City University of Arts)
Co-Investigators (Renkei-Kenkyusha):  Takao Fujiwara, Ayumi Shigematsu, Keisyo Tonami, Haruka Takenami, Michiko 
Fukaya (Kyoto City University of Arts), Ken’ichi Iwaki (Ex-Director of The 
National Museum of Modern Art, Kyoto)
本研究は JSPS科研費 16H03384 の助成を受けたものです。
研究報告 REPORT ON THE RESEARCH AND PRACTICE
94. BULLETIN Vol.64  FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS
【 10 月 4日 】ガイダンス











【 10 月 18 日 】プーシキン美術館展を見ての感想ほか
参加者：学生 10 名、教員 6名　　
場所：新研究棟共同講義室 2




























































95.FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS  BULLETIN Vol.64
【 11 月 8日 】









【 11 月 15 日 】










【 11 月 22 日～ 26 日 】
台湾・故宮博物院研修旅行（昨年度の研究紀要の報告
に記載）













































を用意してくることにした。また、12 月 13 日に、中国杭
州に留学経験のある日本画領域博士課程在籍中の小林ち
よの氏の経験談を伺うことに決めた。























































明け 1月 10 日の 15 時から合評を行う予定とし、それま
では制作を進めることになった。【図 7】
【 1 月 10 日 】























【 4 月 18 日 】






















【 4 月 25 日 】天竜寺庭園見学









【 5 月 9日 】庭園見学を振り返って　―ポイントの洗
い出し























































【 5 月 16 日 】課題考案のためのディスカッション





【 5 月 30 日 】







































【 6 月 6日 】




図 12　不要と感じた部分を白抜きに 図 13　路の向こうの緑とトリミング部の黒の対比が鮮やかな作品





















金槌。教員が用意するものは、100x100x100 mm   石膏木
型ケース 80 個、タガネ 45 本、太釘 45 本、石膏 25 キロ
× 3袋、ブルーシート、ポリバケツ 4ケ、台車など。
【 6 月 13 日 】





【 6 月 20 日 】
参加者：学生 21 名、教員 4名　　場所：彫刻棟裏手
前回に引き続き、石膏の立方体を作る作業から始まっ
た。十分に乾いた石膏の立方体を加工する作業に移行す








【 6 月 27 日 】





【 7 月 4日 】
参加者：学生 26 名、教員 5名　　場所：彫刻棟裏手
制作にあてる最終日であり、引き続き作業を続行した。
【 7 月 11 日 】


























【 7 月 18 日 】
参加者：学生 17 名、教員 3名　　
場所：中央棟共同講義室 1
前回の決定通り、それぞれが制作に取り組んだ。
【 7 月 25 日 】

































































































































































以上、本稿では 2018 年度後期、2019 年度前期の活動報
告を行った。繰り返しになるが、それぞれの調査対象に
関する具体的な考察内容は、稿を改め、独立した報告書
として用意する予定である。（深谷）
注記
　なお、2011 年度に「モデリング」として本研究の出発点とな
るテーマ演習を立ち上げ、以後 2012 年度からは「奥行きの感覚」
と名を変えつつ長く継続してきたこのテーマ演習の「部長」で
ありエンジンでありムードメーカーであり、誰より深く美術を
愛する中ハシ先生が、今年度をもって退任されることとなった。
科研の最終年度となる来年度は、京都市立芸術大学芸術資源研
究センターの研究員として本研究を継続されるが、これまでの
テーマ演習ならびに科研研究のリーダーとしてのご尽力にこの
場を借りて感謝の念を表したい。
図 22　《焼町土器》（国重文）川原田遺跡出土
浅間縄文ミュージアム
